
昭
和
37
年
９
月
20
日
生
、
平
成
23
年
４
月
、

福
岡
県
議
会
議
員
初
当
選
。
平
成
27
年
４
月

再
選
。
添
田
町
立
添
田
小
学
校
・添
田
中
学

校
、
福
岡
県
立
田
川
高
等
学
校
、
日
本
大
学

商
学
部
卒
。 

http://www.kouzakisatoshi.com/ https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi 
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ツイッター 

 

新
年
を
迎
え
ら
れ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
期
目
と
な
り
、
重
要
な
役
割
と
ポ
ス
ト
を
頂

き
、
議
会
と
委
員
会
、
議
連
に
会
派
活
動
と
目
の

回
る
忙
し
さ
で
あ
り
ま
す
。
議
長
か
ら
の
指
名

で
、
南
米
（パ
ラ
グ
ア
イ
・ブ
ラ
ジ
ル
・ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

に
知
事
、
議
長
と
共
に
公
式
訪
問
団
の
議
会
代
表

と
し
て
、
十
一
月
十
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
訪

問
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
二
十
五
日

か
ら
タ
イ
・バ
ン
コ
ク
へ
、
福
岡
方
式
に
よ
る
廃
棄
物

処
分
場
視
察
等
、
公
式
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

地
元
田
川
で
は
、
十
月
二
十
日
に
福
智
町
・糸

田
町
・香
春
町
に
、
知
事
の
ふ
る
さ
と
訪
問
が
行
わ

れ
、
小
川
知
事
も
地
域
の
課
題
や
要
望
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
ら
れ
、
一
緒
に
相
談
し
な
が
ら
執
行

部
に
陳
情
・要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
指
示
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
田
川
の
皆
さ
ん
の
負
託
に
応
え
る
た

め
、
田
川
地
域
の
地
方
創
生
や
教
育
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
施
策
を
提
言
し
、
県

執
行
部
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
、
ま
た
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

迎 

春 
 

議
会
運
営
委
員
会
・理
事
兼
委
員 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

県
土
整
備
委
員
会
・委
員 

 

住
・ひ
と
・し
ご
と
対
策
調
査
特
別
委
員
会
・委
員 

 

 
 

福
岡
県
議
会
議
員 

 
 

神
﨑 

聡 

スマートフォンでも

県議会録画中継 

住・ひと・しごと創生調査特別委員会 知事のふるさと訪問 

果樹議員連盟現地視察 



 

９
月
定
例
県
議
会
一
般
質
問 

 

一
．
観
光
立
県
・
街
歩
き
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 
 

 
 

①
日
本
遺
産
」認
定
に
向
け
た
県
の
取
組
み 

 
 

② 

「日
本
遺
産
」認
定
の
事
業
と
効
果  

 
 

③
九
州
オ
ル
レ
と
日
本
遺
産
の
観
光
へ
の
活
用  

 
 

④
九
州
自
然
歩
道
の
施
設
整
備
と
災
害
対
応  

 
 

⑤
九
州
自
然
歩
道
の
利
用
促
進  

 
 

⑥
「あ
っ
た
が
わ
の
旅
」の
所
見
と
今
後
の
活
用 

 
 

⑦
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
つ
い
て  

【城
戸
教
育
長
】  

①
「日
本
遺
産
」事
業
と
は
、
地
域
に
点
在
す
る

有
形
・無
形
の
文
化
財
を
一
体
的
に
整
備
・

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
物
語
と
し
て
国
内
外
に
発
信

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
。
文
化
庁
で
は
、
平
成
３
２
年
度
ま
で

に
１
０
０
件
程
度
認
定
し
て
い
く
予
定
で
、
本

年
度
は
全
国
で
１
８
件
が
認
定
、
本
県
は
、

太
宰
府
市
に
お
け
る
「古
代
日
本
の
「西
の

都
」～
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
拠
点
～
」が
認
定

を
受
け
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
財
へ
の
理
解
に
加
え
、
郷
土
へ
の
誇
り
を

深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
地

域
振
興
を
図
る
上
で
、
大
変
有
意
義
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
町
村
の
意

向
を
踏
ま
え
、
新
た
な
「日
本
遺
産
」の
認
定

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。 

 

②
説
明
板
の
設
置
、
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど
、
文

化
財
を
公
開
・活
用
す
る
た
め
の
整
備
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
内
に

お
け
る
学
校
・社
会
教
育
に
お
い
て
取
り
上

げ
、
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
み
が
重

要
。
県
教
委
と
し
て
は
、
関
係
市
町
村
や
県

の
観
光
、
地
域
振
興
等
の
関
係
部
局
並
び
に

民
間
団
体
の
連
携
・協
力
を
推
進
し
、
地
域

全
体
で
「日
本
遺
産
」
事
業
を
実
施
で
き
る
よ

う
、
技
術
的
助
言
や
支
援
を
し
て
ま
い
る
。

「日
本
遺
産
」認
定
の
効
果
は
、
点
在
す
る

様
々
な
文
化
遺
産
を
整
備
・
活
用
し
、
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
地

域
独
自
の
文
化
の
再
確
認
に
繋
が
っ
て
い
く
。 

【小
川
知
事
】  

 

③
九
州
オ
ル
レ
は
、
現
在
１
５
コ
ー
ス
が
認
定
さ

れ
て
お
り
、
県
内
に
は
、
「宗
像
・大
島
コ
ー

ス
」「八
女
コ
ー
ス
」の
２
コ
ー
ス
が
あ
る
。
「宗

像
・大
島
コ
ー
ス
」は
、
昨
年
３
月
の
コ
ー
ス
開

設
か
ら
の
１
年
間
で
６
，
４
２
０
人
の
方
が
、

「八
女
コ
ー
ス
」は
、
昨
年
１
２
月
の
開
設
か
ら

今
年
８
月
ま
で
の
間
に
１
，
９
３
５
人
の
方

が
、
オ
ル
レ
を
楽
し
む
目
的
で
訪
れ
て
お
り
、

国
内
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
韓
国
人
観
光
客

の
誘
客
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。 

 
 

オ
ル
レ
が
成
功
し
て
い
る
要
因
は
、
こ
の
よ
う

な
、
地
域
の
身
近
な
歴
史
、
文
化
、
風
景
な

ど
を
、
地
域
の
人
た
ち
が
、
自
ら
、
掘
り
起

し
、
ル
ー
ト
を
作
り
、
ま
た
、
訪
れ
た
観
光
客

に
対
し
、
温
か
い
お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
市

町
村
や
九
州
観
光
推
進
機
構
な
ど
と
連
携

し
て
、
第
３
第
４
の
オ
ル
レ
コ
ー
ス
を
開
発
す
る

と
と
も
に
、
今
ま
で
に
な
い
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

を
顕
在
化
さ
せ
た
オ
ル
レ
の
よ
う
に
、
新
し
い

切
り
口
で
観
光
資
源
を
発
掘
し
、
国
内
外
に

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
観
光
客
の
誘
客
を
図
っ

て
ま
い
る
。 

 

④
九
州
自
然
歩
道
は
、
四
季
を
通
じ
て
手
軽
に

楽
し
く
歩
く
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様
に

安
全
、
快
適
に
歩
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要

な
案
内
板
、
標
識
、
ベ
ン
チ
、
階
段
な
ど
の
施

設
を
整
備
し
て
お
り
、
経
年
劣
化
が
進
ん
だ

施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
再
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
台
風
や
豪
雨
に
よ
り
、
倒
木
、
路
肩

の
崩
壊
、
案
内
板
や
標
識
な
ど
の
施
設
の
損

傷
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
市
町
村
や
利
用
者

か
ら
の
通
報
に
基
づ
き
、
被
害
状
況
を
把
握

し
た
上
で
、
速
や
か
に
復
旧
を
行
っ
て
い
る
。 

 

⑤
県
内
の
九
州
自
然
歩
道
の
ル
ー
ト
上
に
は
、

太
宰
府
、
平
尾
台
、
英
彦
山
、
求
菩
提
山
な

ど
、
数
多
く
の
名
所
や
景
勝
地
が
点
在
し
て

お
り
、
観
光
資
源
と
し
て
も
、
大
変
魅
力
あ

ふ
れ
る
自
然
歩
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
利
用
促
進
の
た
め
、
コ
ー
ス
の
見

ど
こ
ろ
や
周
辺
の
観
光
情
報
を
掲
載
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
町
村
に
配
布
す
る
ほ

か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま

た
、
県
の
広
報
番
組
や
、
沿
道
の
自
然
を
楽

し
む
自
然
観
察
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

広
く
九
州
自
然
歩
道
の
魅
力
を
発
信
し
、
利

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う
市
町
村
の
意
向

を
踏
ま
え
て
、
昨
年
度
か
ら
、
新
た
に
、
地
域

の
観
光
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
案
内
板
の
設
置

や
、
日
本
語
と
英
語
の
二
か
国
語
表
記
の
標

識
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と

も
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
取
組
み
の

充
実
を
図
り
、
利
用
促
進
に
努
め
る
。 

 

⑥
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
体
験
交
流
型
ツ

ア
ー
「あ
っ
た
が
わ
の
旅
」は
、
田
川
の
隠
れ
た

魅
力
と
、
温
か
い
「お
も
て
な
し
」を
体
験
で

き
る
よ
う
、
商
店
主
や
青
年
会
議
所
会
員
な

ど
地
元
有
志
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
地

域
自
ら
が
考
え
、
行
動
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
、
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
地
域
資
源
に
磨

き
を
か
け
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
と
い
う

地
方
創
生
の
考
え
方
に
も
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度
は
、
田
川
地
域

全
体
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
複
数

市
町
村
を
ま
わ
る
ツ
ア
ー
を
増
や
す
ほ
か
、

地
元
の
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
九
州
自
然
歩
道

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
平
成
筑
豊
鉄
道
の
列
車
運
転

と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
内
容
の
ツ
ア
ー

も
予
定
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
元
の
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
時
期
に
合
わ
せ
、
集

中
的
に
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
地
域
の
観
光
資

源
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増

加
を
図
り
、
地
域
の
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

⑦
外
国
人
観
光
客
の
多
く
が
、
日
本
の
歴
史
・

伝
統
文
化
や
、
人
々
が
暮
ら
す
日
常
に
触
れ

る
こ
と
を
求
め
て
、
日
本
各
地
を
訪
れ
て
い

る
。
今
後
、
多
く
の
外
国
人
観
光
客
を
、
本

県
に
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
日
本

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
的
な
観
光
資

源
を
一
つ
で
も
多
く
掘
り
起
こ
す
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
着
物
を

着
て
の
街
歩
き
や
、
酒
蔵
巡
り
、
茶
摘
み
な

ど
、
日
常
の
日
本
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
体
験
い
た

だ
い
た
内
容
を
福
岡
県
の
多
言
語
観
光
情
報

サ
イ
ト
「ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ふ
く
お
か
」等
を
通
じ

て
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
る
。
今
後

も
、
一
人
で
も
多
く
の
外
国
人
観
光
客
に
本

県
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の
皆

様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
日
常
の
日
本
を
体
験

で
き
る
観
光
資
源
の
発
掘
に
努
め
て
ま
い
る
。 

質
問
を
終
え
て 

 
 

「日
本
遺
産
」に
は
、
単
一
の
市
町
村
で
ス

ト
ー
リ
ー
が
完
結
す
る
「地
域
型
」と
複
数

の
市
町
村
に
ま
た
が
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
展

開
す
る
「シ
リ
ア
ル
型
」の
２
種
類
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
平
安
時
代
中
期
、
日
本
古
来

の
山
岳
信
仰
と
外
来
の
仏
教
、
道
教
な
ど
が

習
合
し
て
修
験
道
と
い
う
日
本
独
特
の
宗
教

が
成
立
し
た
修
験
道
文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
添
田
町
英
彦
山
、
豊
前
市
求
菩
提
山

に
ま
た
が
っ
て
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
か

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
た
場
合
、
県
の

調
整
と
役
割
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
複
数
の
市
町
村
に
ま
た
が
る
「シ
リ
ア
ル

型
」日
本
遺
産
へ
の
認
定
に
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。 

 
 

私
は
、
外
国
人
観
光
客
誘
客
の
課
題
は
、
宣

伝
・広
報
活
動
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
県
と

し
て
は
、
宣
伝
・広
報
活
動
の
取
り
組
み
と
、

日
本
語
の
で
き
な
い
外
国
人
の
立
場
に
た
っ

た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の

充
実
に
加
え
、
異
国
の
地
で
安
心
し
て
情
報

を
得
ら
れ
る
た
め
の
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
の

Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
環
境
や
多
言
語
案
内
表
示
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 



特別委員会は、非常に広範囲かつ複雑なので議案等を能率よく専門的に審査するために設置されています。 

「住・ひと・しごと創生調査特別委員会」 

平成２７年度管外視察（10月21日、22日） 

 岡山市内にある有限会社スコレーで

は、6次産業化の取り組みや海外研修生

の受け入れ（70名近く）、農業高校生の

実習などについて説明を受けました。ドラ

ゴンフルーツや多品種のブドウなどを最

初から加工品として商品開発しているとこ

ろが、逆転の発想で面白く感じます。ま

た、若い人が取り組める果樹生産につい

て、ニーズ志向で取り組んでいるところが

成功要因ではないかと思いました。 

 ダイヤ工業株式会社は、井草のサンダ

ルから始まった事業が、変革の時代の中

で新たな事業展開へと活路を見い出し、

現在ではコルセットなど整骨関連や健康

サポーティングとして急成長されている会

社です。事業の変革や会社がピンチに

なった時に、それをチャンスに変えてきた

ところに経営者としての力量が感じられま

す。新たな価値創造に果敢にチャレンジ

している研究開発への投資が、成功要因

の一つになっていると思いました。全国3

万院の整骨院との連携が素晴らしい。  徳島県神山町のＮＰＯ法人グリーンバ

レー。たしか2,3年前に代表理事長が添

田町で講演し、その後、懇親会で一緒に

飲みながら話を聞いたことを思い出しまし

た。サテライトオフィースに成功している

地域で、こういった誘致は、人と人とのご

縁だし、”人生粋に感じる”ところからしか

始まらないと思います。香春町に誘致し

たＣＳＫサービスウェアもそうですが、人

脈と熱意、スピード感がポイントなんだと

思います。神山町サテライトオフィース誘

致、IT企業を中心に12社もの誘致に成功

したところは視察としては必見でありまし

た。 

１ 地域中小企業の技術開発などの高度化支援対策に関する諸調査 

２ 新規成長産業の創出支援対策に関する諸調査 

３ 雇用対策に関する諸調査  

４ 農林水産業の競争力強化に関する諸調査 

５ 過疎地域、旧産炭地域及び中山間地域活性化並びに人口減少問題対策（移住・定住促進策）に関する諸調査 



ルーツは福岡 夢は世界へ～未来につなごう福岡の絆～ 

福岡県人会～南米（パラグアイ・ブラジル・

アルゼンチン）公式訪問（11月10日～21日） 

南米等福岡県訪問団 
 福岡県の移住は、明治初期のハワイ移住から始まり、メキシコ、ペルー、ブ

ラジルなど中南米の移住で全盛期を迎えました。明治３２年から昭和１６年に

かけて海外へ移住した者の総数は５１，２４０人で、全国比で見ると６５５，

６１１人の７．８％を占めます。世界大戦中は中断しましたが、戦後は石炭産

業の衰退に伴って、ボリビア、パラグアイに多くの炭鉱労働者が移住しまし

た。現在、９ヶ国で２１の福岡県人会があり、約４，２００人の会員がいま

す。 

 １１月１０日から１１月２２日の日程で、小川洋知事・井上忠敏議長並びに

各会派の代表（自民党県議団：原口剣生議員、民主党：守谷正人議員、公明

党：新開昌彦議員、緑友会：神﨑聡議員）が南米等を訪問しました。 

 アルゼンチン福岡県人会が創立５０周年、パラグアイ県人会が創立５５周年

を迎えるにあたり、両県人会において記念式典が開催されました。県では、海

外県人会との絆をより強固なものにするために、記念式典に参加するととも

に、この機会をとらえ、オリンピック開催を来年に

控えるブラジル・リオデジャネイロにおいて、

オリンピック関係者に向けた本県へのキャンプ

地誘致のレセプションを開催しました。 

①キャンプ地誘致活動 

 総領事館でのレセプション開催等 

 日時 平成２７年１１月１２日  

②アルゼンチン県人会創立５０周年記念式典 

 日時 平成２７年１１月１４日 

③パラグアイ県人会創立５５周年記念式典 

 日時 平成２７年１１月１６日 

海外福岡県人会は、各国へ移住した本県出身者相互の親睦を図るために、移住者が自主的に組織した団体です。

異国の地で生きていくため、お互いに助け合い、心の支えにするために組織した団体で、百年余の長期間にわた

り、故郷・福岡県に対する熱い思いを抱き、郷土の伝統・文化を大切に守り続けている団体でもあります。現

在、９ヶ国２１県人会が設立されています。県人会は、移住国との相互理解・交流促進の架け橋であり、本県が

国際社会の中で発展していくための貴重な財産と位置づけられます。 

 その他、ブラジル・サンパウロでブラジル県人

会主催交流会や駐サンパウロ日本国総領事と領事

公邸にて意見交換会。在アルゼンチン日本国大使

館を訪問し意見交換、アルゼンチン福岡県人会物

故者追悼慰霊祭の参列のために西本願寺を訪問。

パラグアイ福岡県人会物故者追悼慰霊祭、パラグ

アイ福岡県人会主催の懇親会。サンパウロから車

で約1時間のサントスにある日本人移民の記念碑

等を見学。ブラジル県人会の皆さん、そして県費

留学生のOB.OGの皆さんと別れの会。また、アメ

リカ・シアトルでは、シアトルタコマ福岡県人会

との交流会を行いました。 

日系人の皆さんが、日本とブラジルの友好の懸け橋として頑張っています。青少年交流や文化交流だけじゃなく、グローバルな視野での経済交流はできないものか。 

加速化している人口減少社会に対応したビジネスモデルの構築と、国のために日本人のために自分なら何ができるのか、役割と使命を見い出していきたいと思います。 

オリンピック・パラリンピックキャンプ地誘致レセプション 

アルゼンチン福岡県人会創立５０周年記念式典 

パラグアイ福岡県人会移住６０周年・創立５５周年記念式典 

在サンパウロ日本国総領事館 在アルゼンチン日本国大使館 ブラジル福岡県人会 

パラグアイ福岡県人会 アルゼンチン福岡県人会 在リオデジャネイロ日本国領事館 

パラグアイ福岡県人会役員会 アメリカ・シアトル福岡県人会 ブラジル県費留学生OB・OG家族 



国際交流における県議会の役割は大きく、県議会と執行部との連携で、さらに地域間交流を推進します。 

福岡県タイ友好議員連盟（副会長） 

バンコク都公式訪問（11月25日～29日） 

経済、環境、文化、教育、観光、青少年育成など幅広い分野で、日本

国とタイ王国との交流を促進するとともに、その調査研究を行い、

もって両国の相互理解と友好を深めることを目的とする。 

タイ国・シーキウ市における福岡方式廃棄物処分場の竣工 
 １１月２５日から２９日にかけてタイ国を訪問しました。福岡県とタイ国

は、本県が平成１８年度から実施している国際環境人材育成研修を通じて、環

境に携わる行政官の人的交流を行ってきました。この交流を契機として、本県

は、同国で初めてとなる「福岡方式（準好気性埋立方式）」による「シーキウ

市廃棄物処分場」の建設に対する技術協力を行ってまいりました。この度、そ

の竣工したことを受け、県議会として公式訪問してきました。また、本県が友

好提携を締結しているバンコク都知事・バンコク都議会議長を表敬訪問し、今

回で１０台目となる消防自動車の寄贈を行いました。既に導入・活用されてい

るサムセン消防署では、本県が寄贈した消防自動車による消火活動のデモンス

トレーションも行われました。 

 

①シーキウ市廃棄物処分場 

 本県の技術支援を受けたタイ国ナコンラチャシマ県・シーキウ市廃棄物処分

場を視察し、シーキウ市長をはじめ廃棄物処分場建設に携わってきた関係者と

の意見交換をしました。この処分場は、廃棄物の適正処理と生活環境の保全に

取り組むタイの皆様の熱意と福岡県のすぐれた環境技術が結びついた大きな成

果であります。今後も福岡方式（※）処分場の普及をはじめ、タイ国が抱える

様々な環境問題の解決に向けて貢献してまいります。タイ側からも、シーキウ

市処分場の成果を検証した上で、今後タイ国内の他の地域においても、福岡方

式処分場を導入していきたいとの意向が示されました。 

 ※福岡方式とは、準好気性埋立方式で、その原理・特徴は、埋立地内部に菅

を通し外気を取り込みやすい好気状態にして、バクテリアの働きにより廃棄物

を好気的に分解することで、硫化水素ガスやメタンガス等の有害ガスの発生を

抑制する方法です。好気的な分解をすることで安定化までの時間も短くなりま

す。 

  

②バンコク都知事及びバンコク都議会議長の表敬訪問 

 バンコク都知事及びバンコク都議会を表敬訪問しました。福岡県とバンコク

都は、２００６年に友好提携締結以来、両地域が築いてきた友好の基盤の上に

更に新たな取組を積み上げながら、２０１６年の友好提携１０周年に向けて、

交流をより一層推進していくことを確認しました。 

 

③サムセン消防署での消火活動デモンストレーション 

 福岡県から寄贈された消防自動車による消火活動のデモンストレーションと

バンコクが抱えている課題について意見交換してまいりました。消防署長から

は、福岡県が頂いた消防車両はバンコク都民の命を守ってくれている。住民に

は必ず、「福岡県からの贈り物」と説明しているとの話がありました。こうし

た自治体間の取り組みによって、両国の国際交流と友好親善がさらに強い絆と

なっていることを実感しました。川崎町から寄贈された消防車両もしっかり活

躍しています。 

 

④タイ・ヤクルト本社訪問、タイ国福岡県人会及びタイ福岡ＯＢ会との意見交

換会 

 タイ・ヤクルト本社を表敬訪問してきました。タイ国での事業内容などにつ

いて説明され、意見交換してきました。また、タイ福岡ＯＢ会と企業のタイ駐

在のトップの方との意見交流会の場もあり、タイ国の実情や様々な業種の皆さ

んの業務内容・仕事内容を聞くことができ、非常に素晴らしい出会いでありま

した。今後、バンコク都議会にも働きかけをしながら、より企業活動が活発に

できるようにさらに交流を深めていくようにしなければと思います。元留学生

の方々によるタイ福岡ＯＢ会は、福岡県とタイとの交流にとって大変貴重な存

在であり、これからも、福岡県とタイとの交流の架け橋となって頂けると思い

ます。 

バンコク都知事を表敬訪問 

バンコク都議会議長を表敬

シーキウ市長を表敬訪問 

福岡方式廃棄物処分場 

サムセン消防署 

川崎町消防団第２分団の消防車 サムセン消防署 



福岡県果樹振興議員連盟（事務局長） 

平成２７年度現地調査（10月26日） 

 JAみなみ筑後山川総合集出荷施設で

は、みやま市長の西原市長とJAみなみ

筑後の乗富組合長にも出席して頂き、柑

橘部会の産地概況や国と県の事業活

用、生育状況などの説明がありました。 

 9月11日に竣工式を迎えたばかりの、み

かん選果機を導入した施設の見学しまし

た。約8億7千7百万円余の施設は、総合

集出荷施設の再編整備により、総合力を

高め有利販売につなげるとともに人件費

の削減や作業環境を整えることで雇用の

確保にもつながっています。 

 山川町伍位軒地区みかん栽培園は、

標高180mを中心に集落があり、総戸数

29戸で110人の総人口と小さな集落で、

みかん専業農家が27戸。1戸あたりのみ

かん平均経営面積は2haで、JAみなみ筑

後柑橘部会の平均1haの2倍となっている

とのことでした。低コスト園地整備や農道

拡幅等の生産環境整備に取り組むととも

に、地域内で発見した新品種「北原早

生」のシートマルチ栽培でブランド商品の

生産拡大に取り組み、安定した農業経営

を実現しています。  道の駅みやまは、平成23年3月27日に

開駅し、直売所売上高は26年度実績で7

億9千万余。年間買い上げ客数は平成

26年度55万人となっています。安全・安

心な農産物生産及び出荷対策につい

て、駅長から説明を受け、少しでも売り上

げに貢献できるように、議連の皆さんと一

緒に直売所で買い物をしてきました。ここ

のリピータ率の高さを見習わなければと

思います。 

 

福岡県果樹振興議員連盟～県内果樹生産地の活性化と果樹農家の発

展を図るとともに、幅広い分野に関する調査研究を行うことによ

り、本県農業の振興に寄与することを目的とする。 

 

県
立
田
川
高
等
学
校
～
学
校
校
舎
全
面

改
築
等
に
関
す
る
要
望
活
動 

９
月
２
日
、
福
岡

県
立
田
川
高
等

学
校
の
校
舎
（第

一
棟
）改
築
等
に

関
す
る
陳
情
が
県

教
育
委
員
会
教

育
長
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会

長
・校
長
・Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長
・奨

学

会

長
・地

元

町

長
・

同
窓
会
顧
問
・学

校
参
事
が
出
席

し
、
城
戸
秀
明
教
育
長
に
、
陳
情
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

 

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
４
０
年
の
全
面
改
築
か
ら

既
に
５
０
年
程
度
が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
一
般
的
な
維
持
修
繕
等
で
は
対
応
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
福
岡
県
で
も
有
数
の
歴

史
と
実
績
を
誇
る
県
立
高
校
に
お
い
て
、
そ
の
教
育

環
境
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
解
決
し
、
地
域

を
担
う
有
為
な
人
材
の
育
成
が
効
果
的
に
実
現
で

き
る
教
育
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
陳
情
を
受
け
て
、
城
戸
教
育
長
か
ら
以
下
の
趣

旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

「田
川
高
校
の
管
理
棟
に
つ
い
て
は
、
昭
和
４
０
年
か

ら
建
築
さ
れ
、
築
５
０
年
程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
規
模
改
造
や
改
築
を
検
討
す
る
時
期
が
近

づ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
県

内
に
は
老
朽
化
し
た
県
立
学
校
校
舎
が
多
数
あ
る

こ
と
や
、
予
算
編
成
の
観
点
か
ら
、
老
朽
化
し
た
建

物
を
改
修
し
て
長
く
利
用
す
る
「長
寿
命
化
」が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
改
築
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

 

県
の
財
政
状
況
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
神
崎
県
議
か
ら
、
現
在
の
学
校
施
設
の
状
況
を

憂
慮
さ
れ
、
６
月
議
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に
於
い

て
、
学
校
施
設
の
改
築
を
含
め
た
老
朽
化
対
策
が
今

後
一
層
進
む
よ
う
に
と
、
応
援
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
大
変
感
謝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
陳
情
内
容

を
十
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
神
崎
県
議
か
ら

引
き
続
き
応
援
を
受
け
な
が
ら
、
平
成
２
９
年
の
創

立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
ご
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
」 

 

こ
れ
ま
で
母
校
で
あ

る
県
立
田
川
高
等
学

校
を
念
頭
に
置
い
た

質
問
は
、
様
々
な
角

度
か
ら
何
度
も
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
２
４

年
６
月
定
例
会
代
表

質
問
（中
高
一
貫
教

育
校
）、
平
成
２
５
年

９
月
定
例
会
一
般
質

問
（県
立
高
等
学
校

同
窓
会
）、
平
成
２
５

年
１
２
月
定
例
会
代

表
質
問
（筑
豊
地
区
の
学
力
向
上
・県
立
高
校
教
員

の
広
域
的
人
事
異
動
・普
通
科
高
校
に
お
け
る
学
力

向
上
の
取
り
組
み
）、
平
成
２
６
年
２
月
定
例
会
一

般
質
問
（県
立
高
校
の
食
堂
に
お
け
る
危
機
管

理
）、
平
成
２
６
年
９
月
定
例
会
代
表
質
問
（中
高
一

貫
教
育
に
お
け
る
地
元
中
学
校
への
効
果
及
び
今
度

の
取
り
組
み
）、
そ
し
て
平
成
２
７
年
予
算
特
別
委

員
会
（県
立
学
校
の
老
朽
化
施
設
に
つ
い
て
）で
す
。  

 

県
立
田
川
高
等
学
校
は
、
田
川
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
人
材
を
輩
出
す
る
重

要
な
核
と
な
り
役
割
を
担
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

田
川
地
域
の
学
力
低
下
の
問
題
は
、
県
政
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
実
は
小
・中
学
校
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
田
川

地
域
の
進
学
校
で
あ
る
県
立
田
川
高
等
学
校
の
改

革
こ
そ
が
、
田
川
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
一
丁

目
一
番
地
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
平
成
３
２

年
よ
り
大
学
入
試
改
革
な
ど
、
国
に
お
い
て
大
き
な

教
育
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
改
築
の
ハ
ー
ド
面
と
と
も
に
、
教
員
の
資
質
力

向
上
や
教
育
内
容
や
方
法
に
も
力
を
入
れ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
県
教
委
と
学
校
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓

会
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
一
丸
と

な
っ
て
、
創
立
１

０
０
周
年
に
向

け
て
、
そ
し
て
次

の
１
０
０
年
へ
と

「水
平
線
上
に

突

起

を

つ
く

れ
！
」の
校
訓
の

通
り
、
人
材
育

成
に
努
め
て
い

く
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い

ま
す
。 



田川県土整備事務所への地元からの要望（英彦山香春線） 第50回記念大会～添田町公民館地区対抗球技大会 

筑豊地区商工会と県議との勉強会 敬   老   会    

ご案内を頂く行事や要望も増え、誠心誠意ご期待に応えるように頑張っています。 

麻生ＯＢ会 

喜寿会秋まつり 豊徳祭 田川郡身体障害者体育大会 田川護国神社秋季大祭 添田町戦没者慰霊祭 添田神社秋季大祭 

飯塚駐屯地49周年記念式典 暴力団追放！地域決起大会 筑豊中小企業経営者協会 

あさぎまだらフェスタ2015 

筑豊地区空手道選手権大会 

へいちくフェスタ・福智フイーツ大茶会 添田町ふる里祭り・岩石城まつり 

TAGAWAｺｰﾙﾏｲﾝ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 炭坑節まつり 

福岡県立大学秋興祭 

英彦山男魂祭 

ふる里かわら秋まつり 上中元寺薬師堂大祭 

MOA美術館田川児童作品展 

貴乃花部屋激励会 

赤村文化祭 糸田町文化祭 福智町文化祭 

添田町総合文化祭 

まつり川崎（上田川ライオンズクラブ） 

興国寺千手観音御開帳祈願大祭 添田町殿町白山宮権現祭り 伊良原ダム定礎式 



https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi http://www.kouzakisatoshi.com/ 

略歴 

昭和５３年 添田町立添田中学校卒業 

昭和５６年 福岡県立田川高等学校卒業卒業     

昭和６０年 日本大学商学部会計学科卒業       

昭和６０年 麻生セメント株式会社入社          

平成 ２年 株式会社麻生情報システム転籍（分社化）

平成１２年 株式会社麻生情報システム 取締役   

平成１３年 株式会社麻生情報システム 代表取締役

平成２３年 福岡県議選（田川郡区） 初当選     

平成２７年 福岡県議選（田川郡区） ２期目の再選 

福岡県議会での主な所属 

緑友会福岡県議団 副会長                 

福岡議会運営委員会 理事兼委員           

県議会広報紙編集委員会 委員 

県土整備常任委員会 委員               

住・ひと・しごと創生調査特別委員会 委員                           

平成２７年度予算特別委員会 理事兼委員      

福岡県河川協会 参与      

福岡県文化議員連盟 副会長                 

福岡県タイ友好議員連盟 副会長            

福岡県果樹振興議員連盟 事務局長          

福岡県森林・林業・林産業活性化促進議連 会計幹事            

福岡県日韓友好議員連盟 

福岡県日米友好議員連盟  

福岡県日中友好議員連盟 

福岡県国際交流推進議員連盟 

福岡県タイ友好議員連盟 

福岡県ベトナム友好議員連盟 

福岡県日台友好議員連盟 

福岡県防衛議員連盟 

過疎地域活性化対策福岡県議員連盟         

産炭地域活性化対策福岡県議員連盟 

オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟 

福岡県観光産業振興議員連盟               

福岡県スポーツ議員連盟                 

九州・沖縄未来創造会議 

九州の自立を考える会 

福岡県農政連                        

日本会議福岡支部 幹事                 

田川直方バイパス延伸推進期成会 顧問       

田川広域観光協会 理事 

■平成２７年９月 

9月1日   地域医療福祉調査活動 

9月1日   香春町観光協会 

9月2日   県教委（田川高校改築要望活動） 

9月3日   上田川ライオンズクラブ 

9月4日   田川県土整備事務所 道路建設要望 

9月6日   三船元県議 叙勲祝賀会 

9月7 ～9日 東京出張～麻生事務所・三井物産他 

9月11日  県議会運営委員会、議員総会 

9月12日  県立高校体育大会 

9月13日  添田町公民館対抗球技大会 

9月14日  県議会広報誌編集会議、政策審議会 

9月14日  県執行部幹部との意見交換会 

9月15日  柏木商店会 

9月16日  県教委幹部との意見交換会 

9月17日  福岡県スポーツ議連 

9月18日～10月9日 県議会9月定例会 

9月18日  県文化議連役員会 

9月18日  筑豊地区商工会と県議との懇談会 

9月19日  エコミュカルネットワーク 

9月20・21日 添田町敬老会 

9月24日  議員総会・政策審議会 

9月24日  井上忠敏福岡県議会議長就任祝賀会 

9月25日  政策審議会 

9月26日  福祉施設秋まつり 

9月27日  赤池福祉会四保育所～体育のつどい 

9月28日  政策審議会 

9月29日  議会運営委員会、代表質問 

9月29日  日本会議福岡県議会議員連盟役員会 

9月30日  議会運営委員会、代表質問 

9月30日  福岡県タイ友好議員連盟役員会 

9月30日  地域振興学会バンケットパーティ 

■平成２７年１０月 

10月1日   議会運営委員会、一般質問（神崎） 

10月1日  過疎地域活性化対策議連臨時総会 

10月2日  議会運営委員会、一般質問 

10月2日  上田川ライオンズクラブ例会 

10月3日  豊徳祭 

10月4日  田川郡身体障害者体育大会 

10月5日  議会運営委員会、政審議会、一般質問 

10月5日  県果樹議連役員会 

10月5日  ＪＡグループ福岡から緑友会へ要望書 

10月6日  議会運営委員会、一般質問 

10月6日  県土整備常任委員会 

10月6日  森林・林業・林産業活性化議連役員会

10月6日  飯塚農林事務所と地元県議意見交換会 

10月7日  観光戦略政策勉強会 

10月8日  九州の自立を考える会臨時総会 

10月8日  原竹岩海福岡県議会副議長就任祝賀会 

10月9日  議会運営委員会、本会議（閉会） 

10月9日  松山政司参議院議員を励ます会 

10月10日  自衛隊飯塚駐屯地創立49周年記念式典 

10月11日 川崎町地区敬老会 

10月13日 暴力団追放！地域決起会議 

10月15日 ＩＴ関連企業との勉強会 

10月16日 田川護国神社秋季大祭 

10月17日  日本大学校友会北九州支部総会 

10月18日 添田神社秋季大祭 

10月19日 美術文化振興に関する調査活動 

10月20日 添田町戦没者慰霊祭 

10月20日 知事ふるさと訪問（糸田.福智.香春） 

10月21～22日 住・ひと・しごと創生調査特別委  

     員会管外視察（岡山県） 

10月23日 県議会広報誌編集会議 

10月24日 へいちくフェスタ2015福智ｽｲｰﾂ大茶会 

10月24～25日 添田町ふる里まつり・岩石城祭り 

10月24日 岳陽同窓会 

10月25日 あさぎまだらフェスタ2015 

10月26日  福岡県果樹振興議連管内視察 

10月27～11月6日 決算特別委員会 

10月27日 筑豊中小企業経営者協会との勉強会 

10月28日 地域振興に関する調査活動 

10月29日 ＪＡ福岡県青協60周年記念式典 

10月30日 県議会広報誌編集会議 

10月31日 第10回TAGAWAｺｰﾙﾏｲﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

■平成２７年１１月 

11月1日  ふる里かわら秋まつり 

11月1日  上中元寺薬師寺大祭 

11月2日  医療情報に関する調査活動 

11月3日  豊前坊院天宮寺（英彦山奉幣殿参拝） 

11月3日  上津野収穫祭 

11月3日  九州場所貴乃花部屋激励会 

11月4日  農政問題に関する調査活動 

11月5日  過疎対策に関する調査活動 

11月6日  防災情報に関する調査活動 

11月6日  上田川ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ例会 

11月7日  第41回添田町総合文化祭 

11月7日  まつり川崎 

11月7日  福岡県立大学秋興祭 

11月7日  白山宮権現祭り 

11月7日  添田町文化祭、赤村文化祭、いとだ祭 

11月8日  筑豊地区空手道選手権大会 

11月8日  第20回英彦山男魂祭 

11月8日  MOA美術館田川児童作品展 

11月8日  福智町文化祭 

11月8日  興国寺千手観音御開帳祈願大祭 

11月9日  県議会県土整備委員会 

11月10～21日 南米・米国公式訪問（議会代表） 

11月24日 住・ひと・しごと創生調査特別委員会 

11月25～29日 タイ王国バンコク都他公式訪問 

11月29日 伊良原ダム竣工式 

11月29日 第38回演奏会田川合唱団 

11月30日 田川警察署安全安心特別警戒出動式 

12月1～18日 県議会12月定例会 

12月2～4日  政策審議会 

12月4日  議会運営委員会 

12月7日  代表質問 

12月7日  福岡県文化議員蓮霊役員会 

12月7日  福岡県観光振興議員連盟 

12月8日  代表質問、議会運営委員会 

12月8日  福岡県タイ友好議員連盟役員会 

12月9日  議会運営委員会 

12月9～11日  一般質問 

12月9日  福岡県台湾友好議員連盟意見発表会 

12月10日 オイスカ西日本研修ｾﾝﾀｰ海外研修生 

12月14～16日  常任委員会  

12月17日 ＪＡ県青協意見交換会 

12月20日 第51回福岡県ｽﾎﾟｰﾂ推進委員研修大会 

12月20日 第10回ｺﾝｻｰﾄ第9を歌うばいinたがわ 

12月20日までの主な日程を記載しています。 

https://www.facebook.com/kouzakisatoshi https://twitter.com/kouzakisatoshi http://www.kouzakisatoshi.com/ 

物産直売所「おじゅごんち市場 からすお」 

売り場見学と出荷者の皆さんとの交流 

エコスクールに認定されている糸田小学校では、地熱や太陽熱、雨水を利用する校舎の仕組みについて。 

６年生の皆さんとの交流では、知事から「チャレンジする気持ちを忘れずに」「好きなことを見つけたら続ける努

力を」「友だちを１人でも多くつくって」とメッセージがありました。 

鉄道の安全運行を支える指令室を見学した後、列車の運転を体験。平成筑豊鉄道で

は、10～25名の団体を対象に指令室の見学と運転体験を行っています。 

今年で開業１００周年を迎えたＪＲ日田彦山線・採銅所駅を見学。大正４年の開

業時以来使われている駅舎は、町有形文化財の九州最古級の木造駅舎です。 

知事のふるさと訪問（10月20日） 

糸田町・福智町・香春町 

完成したばかりの柿の加工場を見学し、生産者の皆さんと交流。 

採銅所の干し柿は、皮むきから２週間で短期間に仕上げるのが特徴です。 
香春町町民センターで田川地域で

活躍する皆さんとの対話。糸田ふ

れあい市の植高会長。糸田町国際

交流振興会の豊福会長。上野焼協

同組合の高鶴組合長。福智町商工

会の池田会長。香春町観光協会の

桃坂事務局長。ＪＲ日田英彦山

線・採銅所駅舎100周年記念事業

実行委員会の大坪会長。田川農協

採銅所園芸部会の栗崎部会長。 


